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iii ジェミノイド（西尾; 石黒; 萩田, 2007）は想像力によって時空を超越しているといえるかもしれない。 
iv Rifkin, J., The Zero Marginal Cost Society: The internet of things, the collaborative commons, and the eclipse of 










































































                                                          
vii 霊ではなく亡霊であるのは実世界を彷徨うからだ。実世界から消えてしまったと思われていたものが、再び出現する
というニュアンスもある。 
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スデザインの領域に限ったことではない。情報化されるあらゆるもののデザイ
ン領域が処理的な目に見えないことをデザインすることに近づいていく。近年
流行になっているUXデザインはこの先進的な取り組みの一つとして位置づけ
られるだろう。つまり蒸発したモノと、亡霊化したサービスを扱うにはこのよ
うな仮想世界に溶け込んだインタフェースが必要不可欠であり、このあり方を
考えることがポストインターネット時代への布石となるだろう。 
4. 亡霊たちのゆくえ 
物理世界と仮想世界の違いがほとんどなくなる未来、Webサービスの亡霊た
ちはどこへ向かうのだろうか。彼らはどこにも向かわず、ここでさまよい続け
る。なぜなら亡霊だからである。 
 
「デザイン学」への問い 
+ 目に見えない領域のデザインとは何か？ 
